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２学期制を採用してる宇城市の小学校にとって、１０月は節目の時です。この

半年、「創造 新生不知火小 ～自分たちの手で 仲間とともに～」を学校目標に

掲げ、子供たちと職員そして地域の方々と手を携えながら教育活動に取り組んで

きました。子供たちは、それぞれの想いを抱き目標を掲げて、努力を重ねてきました。これまで

の学びや体験から、多くの力を身につけ成長してくれたと感じているところ

です。ご家庭でも、終業式の節目に、子供たちと一緒に、何を感じ、何を成

し遂げ、何が力及ばなかったかを、振り返っていただければと思います。

ホームページ

では、カラー

版がご覧いた

だけます。

３年前まで旧不知火小学校で実施していた「ふるさと教室」を更にグレードアップ

した「ふるさとの部屋」体験教室を１１月１９日に実施します。地域の学習グループ

や諸団体の方々を講師にお迎えして、日頃学校では体験できないような学びの場を子

供たちに提供します。今年は、不知火中学校、松橋高等学校やPTAの協力も得て、合計

２２部屋の体験の場がそろいました。現在、子供たちの希望調査をもとに、参加者を

調整中です。子供たちにとって貴重な体験の場、そして触れあいの場になることを期

待しています。

「つくって遊ぼうペープサート」「将棋」「クリスマスツリーを作ろう」「楽しい押し花」

「カンフー」「親子わんぱく遊び」「クラフトかごづくり」「科学の祭典」「マンドリン」

「ドイツゲーム」「フラダンス」「竹で遊ぼう」「eスポーツ」「伝承遊び」「三味線」

「オモチャを作って遊ぼう」「わくわく絵画教室」「ニュースポーツ」「すてきな絵手紙」

「かわいい小物作り」「オリジナルステッカー作り」「和太鼓」

去る４月１９日に、全国の６年生を対象に実施された全国学力・学習状況調査については、６年

生の保護者の皆さんには、個人の結果をすでにお知らせしたところです。

学校においては、本校児童の回答状況等を分析し、今後の授業改善や個々の補充学習に活かして

いきたいと考えています。

調査には児童への質問調査もあり、本校児童の生活や学習習慣についても実態が明らかになって

います。その中で特にご家庭と課題を共有しておきたいのが家庭学習の状況です。

本校の家庭学習の状況は以下のとおりです。

不知火小学校では、「学ぶ習慣づくり」を念頭に、日々の宿題等の課題を出すようにしていると

ころですが、今後は「自ら計画して家庭学習に取り組む姿」を目標に、子供たちと取り組んでいき

たいと思います。ご家庭におかれましても、家庭学習の見届けや励ましをお願いします。

※ 児童に配付してあります「家庭学習の手引き」は、学校ホームページにも掲載しています。

Ｑ22 家で自分で計画を立てて勉強している児童の割合（よくしている＋時々している）

不知火小：４５．８％ 熊本県：６９．３％ 全国：７１．１％

Ｑ23 土曜日・日曜日に、１日あたり２時間以上勉強している児童の割合

不知火小：１２．５％ 熊本県：２３．６％ 全国：２６．２％
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